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背景 
 出生体重 1,000g 未満の超低出生体重児は低血圧により脳血流が減少する結果、神経学的な予
後が悪化する可能性がある。アルギニン・バゾプレッシン(以下 AVP)療法は治療抵抗性の低血圧
を呈する超低出生体重児の血圧と尿量を増加させるという報告がある。本研究の目的は、低用量
AVP が超低出生体重児の腎血流量を増加させるかどうか明らかにすることである。 
 
対象と方法 
 4 例の超低出生体重児に対して行なわれた合計 9 回の低用量 AVP 持続点滴静注
（0.3-0.8mU/kg/min）を後方視的に検討した。対象の妊娠週数は中央値 23週(22.5-23.5）(中央
値[4分位範囲])、出生体重は中央値 466g（414-563）であった。それぞれ AVP投与前後の心拍数、
血圧、尿量、腎実質内動脈血流速波形の変化を統計学的に比較した。 
 
結果 
 AVP投与前後で収縮期血圧（44[41.0-47.0] 50[42.5-55.5]）mmHg、拡張期血圧（17[15.0-26.5] 
31[28.5-33.0]）mmHg、平均血圧（26[24.5-30.5] 36[34.5-40.5]）mmHg、尿量（1.4[0.5-2.5] 
2.8[1.0-8.6]）ml/kg/min はいずれも有意な上昇が観察された。腎動脈血流速波形から算出した
resistance index（1.0[0.96-1.0] 0.8[0.71-0.91]、収縮期最高血流速度（40[27.2-50.6] 
28[16.0-28.9]）cm/s に有意な低下が観察された。また拡張期血流が途絶していた全症例で血流
（書式１３） 
が連続性となった。 
 
結論 
超低出生体重児における AVP持続静注（0.3-0.8mU/kg/min）は、血圧を上昇させると同時に腎血
流を改善させることによって尿量を増加させたと考えられた。 
 
 

